
第2268回 (2015.4.1（水）雨 NO.1648）

今週のお祝い

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／髙橋孝之 ●幹事／杉本真吾 ●会報／細田耕治

会員数 97名

「 一人ひとりが輝きを ! ロータリーに大きな輝きを！ 」

今週のお祝い
年間出席100％祝 ： 7年 宮永誠治君

22年 井上賢明君

会員数 97名
（正会員 96名 名誉会員 1名）

会長挨拶

今日から、新年度がスタートしました。新しく新
入社員が入社された会社も、あると思います。

次回プログラム
4/8 「ロータリーの友」紹介

雑誌委員会
入社員が入社された会社も、あると思います。
本日、私も訓示をして参りました。若い人に申し
上げたのは、日頃ロータリーで勉強している「職
業奉仕」ということです。われわれは、職業をと
おして地域の皆さんに貢献することがひとつの
役割であり、このようなロータリーの考えを地域
に広げていくことも大切であると申しました。
先日、弊社の受付に一人のご老人が来社され、

雑誌委員会
「私の職業」 松本誠二 会員

4/15 「鳥取県中部にできた琴の浦高等特別
支援学校 知っておられますか？」
鳥取県立琴の浦高等特別支援学校
進路指導部長 伊藤 孝史氏

4/22 「皆様のお陰で30周年」
中海テレビの鳥大医学部との番組を見て、その
症状が自分に当てはまることに気づいて病院に
行ったらその病気であり、助かりました、とお礼
に来られました。職員全員集め、その受付をした
社員に報告させました。みんなでそのことを分か
ち合い、それぞれの社員に感謝の言葉をかけま
した。

それぞれの企業で社会にどう貢献していくの

4/22 「皆様のお陰で30周年」
米子がいな万灯振興会
会長 鶴田 陽介 氏

今後の主な行事予定それぞれの企業で社会にどう貢献していくの
か、新入社員だけでなく考えてみること、ロータ
リーの素晴らしいところを皆さんの職場でも実践
すれば、もっとこの地域がよくなると感じました。
幹事報告
１．5/30次期地区会員増強・R財団合同セミナー

のご案内 （岡山プラザホテル）
２．4/26 第1・2グループ合同IM

今後の主な行事予定
4/19 地区研修・協議会

（岡山コンベンションセンター他）
大山春の一斉清掃

4/21   第3回家庭集会 （三井別館）
4/26 第1・2グループ合同IM

（倉吉シティホテル）
4/29 休会（法定休日）/ 第 合同

登録料 8,000円
３．4/25 春季例祭

（公益財団法人 米山梅吉記念館）
賛助会員 お一人 3,000円（1口）

4．例会変更のお知らせ
米子南RC 4/6（月） 移動例会

ビジター受付あり

5/6 〃
5/13 新旧引継ぎクラブ協議会 例会終了後

（2F高砂）



＜プログラム＞

「努力無限～めざせ東京オリンピック～」 その半年後にチームを立ち上げ、県内だけでなく、
中高生の参加する全国の大会に出場することを
目標にやってきました。ある程度の結果を残すと
日本トライアスロン連合の強化指定選手となりま
すが、今までで、チームの中で７名の強化指定選
手がいます。
その中で、今年米子西高を卒業した岩本選手

が、流通経済大学へ入学しました。彼の目標は、
東京オリンピックです。私がいままで見た選手の
中では、彼が一番近くにいると思います。

設立するまでなかなか上手くいかないこともあり
ましたが 多くの方に支えていただいて昨年７月３

ＮＰＯ法人 皆生スポーツアカデミー
理事長 小原 工 氏

アスリートとしては不本意ですが、体調を崩してし
まい申し訳ありません。

まず パナソニックの４ＫテレビＣＭの「ビュ ティ

ましたが、多くの方に支えていただいて昨年７月３
日、ＮＰＯ法人皆生スポーツアカデミーを立ち上
げることができました。この法人は、子供たちの輝
ける未来の創造という理念のもと、子供たちがト
ライアスロンという競技を通して、人として大切な
ことを学んで欲しいと願っています。多くの皆さん
に皆生スポーツアカデミーをご支援いただきたい
と思っていますので、どうかよろしくお願いします。

まず、パナソニックの４ＫテレビＣＭの「ビューティ
フルジャパン2020」という映像を見ていただきます。
これは 2020年に20才になる14才のこどもたちに

焦点をあて、各都道府県でひとつの競技を取り上
げてコマーシャルにするプロジェクトがあり、鳥取県
は我々のチームを取り上げていただき、ＣＭで流れ
ています。この映像は現在全国で８県がですが、
2020年までに全都道府県をまわり、子供たちのが年ま 都道府県をまわり、子供 ち

んばる姿を放映するそうです。この映像を撮った時
ですが、スタッフの方が50～60名 大型バス２台、

監督、プロデューサーもこられ大変驚きました。ちな
みに島根県は、ホッケーを取り上げておられ、すで
に流れているようです。
子供たちの指導を始めたのは7年前です。自分自

身が10年前、実業団の選手として活躍しているとき

に保護者さん方から どもが小学生 時ま はトに保護者さん方から、こどもが小学生の時まではト
ライアスロンを楽しんでやっていたけれど、中学に
なっても続けたいのにそういう環境がない、という相
談を受けました。その時は、自分自身なにもできず、
話を聞くだけでした。

当時、トライアスロンは指導者が少なく、子供たち
が部活動のように続けるには難しい状況でした。結
局 水泳や陸上など一つの競技になっていきました局、水泳や陸上など つの競技になっていきました。
自分が選手を終えたら地元に帰って、そのようにや
りたい子供が一人でもいれば指導し、トライアスロ
ンを安全に楽しくやって欲しいという想いが浮かび
ました。当時はまだチームをたちあげていなかった
のですが、泳ぐのも走るのも早い生徒がいましたの
で、その指導から始めました。その選手は、特にラ
ンニングが得意で、高校一年生まではトライアスロ
ンをやっていましたが、高校駅伝に出場したい、そ
の先は箱根駅伝に出場したいと言い、今は東洋大
学３年生で駅伝部で頑張っています。ただし、まだ
箱根駅伝には出れていません。4年生までには、出
場できることを期待しています。


